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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 14,935 3.4 665 12.1 928 0.7 899 29.5

2025年３月期中間期 14,449 3.8 593 △10.6 922 △5.5 694 △7.7

（注）包括利益 2026年３月期中間期 1,233百万円（101.9％） 2025年３月期中間期 611百万円（△47.3％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 119.21 －

2025年３月期中間期 91.76 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 50,267 27,538 54.8

2025年３月期 48,587 26,645 54.8

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 27,538百万円 2025年３月期 26,645百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00

2026年３月期 － 30.00

2026年３月期（予想） － 40.00 70.00

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,500 1.1 1,250 0.7 1,750 △5.8 1,300 △13.1 172.78

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

２．2026年３月期（予想）の期末配当金の内訳　　普通配当　30円　記念配当　10円（設立100周年記念配当）

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 7,864,990株 2025年３月期 7,864,990株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 357,953株 2025年３月期 288,061株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 7,541,330株 2025年３月期中間期 7,563,171株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間における日本経済は、雇用環境の改善、インバウンド需要の増加等により、緩やかな回復基

調で推移しました。しかしながら、資源価格や原材料価格の高騰に伴う物価上昇に加え、米国の通商政策や為替相

場の動向に対する懸念も高まり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続きました。

　このような事業環境の中、当社グループは、①運送体制と流通拠点の強化による３ＰＬ物流の推進、②海外拠点

の拡充を含めたグローバルな業務の強化、③不動産賃貸料等の安定収入の拡大を進めてまいりました。

　また、当社グループは、持続的成長と中長期的な企業価値の向上に努め、営業収益の拡大を図るとともに、収益

性及び経営効率の観点から、「売上高経常利益率５％」、「自己資本利益率５％」を目標値として設定しておりま

す。

　事業のセグメント別及び連結の業績は次のとおりであります。

＜物流事業＞

　保管料、荷役料、陸上運送料等が増加したことにより、営業収益は前年同期と比べ505百万円増加（3.6％）し、

14,610百万円となりました。セグメント利益は前年同期と比べ127百万円増加（15.9％）し、925百万円となりまし

た。

＜不動産事業＞

　賃貸料収入、工事の請負収入が減少したことにより、営業収益は前年同期と比べ19百万円減少（△5.7％）し、

324百万円となりました。セグメント利益は前年同期と比べ７百万円減少（△4.9％）し、135百万円となりまし

た。

＜連結＞

　上記の結果、営業収益は前年同期と比べ485百万円増加（3.4％）し、14,935百万円となりました。営業利益は前

年同期と比べ71百万円増加（12.1％）し、665百万円となりました。経常利益は前年同期と比べ６百万円増加

（0.7％）し、928百万円となりました。親会社株主に帰属する中間純利益は特別利益の増加等により、前年同期と

比べ205百万円増加（29.5％）し、899百万円となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末の資産につきましては、受取手形、営業未収入金及び契約資産が235百万円、その他の流

動資産が444百万円、有形固定資産が647百万円、投資有価証券が302百万円それぞれ増加したこと等により、前連

結会計年度末と比べ1,680百万円増加（3.5％）し、50,267百万円となりました。

　負債につきましては、短期借入金が207百万円、その他の流動負債が413百万円それぞれ減少したものの、長期借

入金が1,367百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比べ787百万円増加（3.6％）し、22,728百万円と

なりました。

　純資産につきましては、自己株式の取得等に伴い自己株式が増加したことにより113百万円減少したものの、利

益剰余金が670百万円、その他有価証券評価差額金が345百万円それぞれ増加したこと等により、前連結会計年度末

と比べ892百万円増加（3.4％）し、27,538百万円となりました。

　当社グループは、持続的成長へ向け、積極的な設備投資を実施する方針であります。同時に、有利子負債残高、

金利水準等に留意しながら安定的な財政状態を維持するよう努めてまいります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2025年５月12日の「2025年３月期　決算短信」で公表しました通期の連結業績予想に

変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度

(2025年３月31日)

当中間連結会計期間

(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,346,666 6,457,323

受取手形、営業未収入金及び契約資産 5,610,581 5,846,014

リース債権及びリース投資資産 102,424 102,239

原材料及び貯蔵品 61,687 77,809

その他 590,271 1,034,548

貸倒引当金 △2,723 △616

流動資産合計 12,708,907 13,517,318

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,231,579 13,743,242

土地 10,130,914 10,130,914

その他（純額） 4,369,752 1,505,247

有形固定資産合計 24,732,245 25,379,404

無形固定資産 252,557 282,324

投資その他の資産

投資有価証券 8,708,425 9,010,915

リース債権及びリース投資資産 591,009 540,019

その他 1,595,684 1,539,334

貸倒引当金 △1,701 △1,610

投資その他の資産合計 10,893,417 11,088,657

固定資産合計 35,878,221 36,750,386

資産合計 48,587,129 50,267,704

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,841,386 1,909,205

短期借入金 4,466,600 4,259,200

未払法人税等 420,919 292,785

引当金 335,492 328,063

その他 1,407,874 994,649

流動負債合計 8,472,272 7,783,903

固定負債

長期借入金 10,264,000 11,631,400

引当金 28,500 28,500

退職給付に係る負債 927,165 874,109

資産除去債務 127,845 128,964

その他 2,121,503 2,282,119

固定負債合計 13,469,013 14,945,093

負債合計 21,941,286 22,728,996

純資産の部

株主資本

資本金 3,412,524 3,412,524

資本剰余金 2,217,339 2,218,599

利益剰余金 18,985,562 19,656,296

自己株式 △384,724 △498,445

株主資本合計 24,230,702 24,788,976

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,027,943 2,373,648

退職給付に係る調整累計額 387,196 376,082

その他の包括利益累計額合計 2,415,139 2,749,731

純資産合計 26,645,842 27,538,707

負債純資産合計 48,587,129 50,267,704

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前中間連結会計期間

(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業収益 14,449,763 14,935,384

営業原価 13,385,156 13,775,839

営業総利益 1,064,607 1,159,544

販売費及び一般管理費 470,896 493,955

営業利益 593,710 665,588

営業外収益

受取利息 1,217 1,100

受取配当金 95,125 113,319

持分法による投資利益 250,329 172,626

その他 20,430 30,944

営業外収益合計 367,103 317,992

営業外費用

支払利息 34,808 51,864

その他 3,543 2,870

営業外費用合計 38,351 54,734

経常利益 922,462 928,845

特別利益

投資有価証券売却益 － 269,806

受取保険金 － 40,000

固定資産売却益 8,367 8,176

特別利益合計 8,367 317,983

特別損失

事業所移転費用 11,226 11,855

固定資産除売却損 2,534 2,736

特別損失合計 13,760 14,591

税金等調整前中間純利益 917,069 1,232,238

法人税、住民税及び事業税 262,658 284,864

法人税等調整額 △39,596 48,347

法人税等合計 223,061 333,211

中間純利益 694,007 899,026

（内訳）

親会社株主に帰属する中間純利益 694,007 899,026

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △76,218 345,705

退職給付に係る調整額 △6,686 △11,113

その他の包括利益合計 △82,904 334,592

中間包括利益 611,102 1,233,618

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 611,102 1,233,618

（２）中間連結損益及び包括利益計算書
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（単位：千円）

物流事業 不動産事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 14,105,321 344,441 14,449,763

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 252 252

計 14,105,321 344,693 14,450,015

セグメント利益 798,382 143,004 941,387

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 941,387

全社費用及び全社営業外損益（注） △18,924

中間連結損益及び包括利益計算書の経常利益 922,462

（単位：千円）

物流事業 不動産事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 14,610,709 324,674 14,935,384

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 252 252

計 14,610,709 324,926 14,935,636

セグメント利益 925,456 135,974 1,061,431

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,061,431

全社費用及び全社営業外損益（注） △132,585

中間連結損益及び包括利益計算書の経常利益 928,845

（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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